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１ 生活者としての支援
「あなたが不安に感じていること、困っていることはありますか？」

 

日常会話、地域で生活する上で必要な日本語学習

２ 子どもへの支援
「あなたは子どもに何語で話しますか？」
 （0～6歳までの子どもがいる家庭）

学校生活における支援（日本語教育・学習支援）

長久手市多文化共生推進プランについて

・外国人市民の増加(H28：841人→R2：1,159人)
・外国人への支援体制が不十分

長久手で暮らす外国人に必要な支援とは?

 １ 背 景

 ２ 課 題

7月 第1回策定委員会（課題、取組等意見出し）
9月 第2回策定委員会（素案提示→修正）
10月 タウンミーティング（ワークショップ）
11月 第3回策定委員会（最終案提示→修正）
12月 パブリックコメント
1月 プラン完成

４ スケジュール居住年数 日本語での
コミュケーション

けが等
緊急時の対応 生活情報の入手

～６か月 ５３．８ ２３．１ ２３．１
６か月～１２か月 ５４．５ １８．２ ２７．３
１年～３年 ４４．８ １３．８ ２７．６
３年～５年 ４２．１ ４２．１ １５．８
５年～１０年 ３８．９ ４４．４ ５．６
１０年～１５年 １３．６ ９．１ ４．５
１５年～ ２３．５ ２１．６ ２．０

約50％の家庭の日常会話が
日本語以外

 ３ 内 容

“日本語教育”を中心とした計画

地域における日本語教育
・生活者としての日本語支援の

   必要性

学校における日本語教育
 ・学習支援の必要性
 ・支援体制のスキーム作り

日本語
ボランティア

学習支援
ボランティア

外国人
支援団体

市民
(日本人・外国人)

基調講演

課題
ワークショップ

５  ﾀ ｳ ﾝ ﾐ ｰ ﾃ ｨ ﾝ ｸ ﾞ

・愛知県と共催
・前半は基調講演で課題を
 提起し、後半はその課題
 についてワークショップ
 を実施
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